
平成29年度　　　　　　　㊨護憲古窯護蒜譜あります｡今後発行される｢山と博物館｣

博物館年間スケジュ-ル　諾謹写譜写譜誤詰ま蒜料が鯛です｡

常設展
鴨島アルプスの国籍達人｣ ※通年

4月
(15･ 16)

5月
(20 ･ 21)

6月
(17･ 18)

7月
(15･ 16)

1 F常設展示　　　　　　　　2 F常設展示

も｣ 縮刷展北アルプス国際芸術祭パ-卜ナ-シップ事業 

冨｢山と美術-LLJ岳風景画とウッドシャフトT.ツケルー｣ 

※期間限定展示16月4日～7月30日まで妻 

市立大町山岳博物館､大町登山案内人

組合割立100周年記念実行委員会共同企画展

｢大町登山案内人組合100年の歩み一岳とともに-｣
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(16 ･~ i-7)　常設展

lo員
(21 ･ 22)

11月
(18･ 19)

12月

1月
(20･21)

2月
(17･ 18)

3月
(17･ 18)

｢北アルプスの自然と人｣ ※通年

おお衰ち博物館めぐりスタンプラリー
4月1日一2月11日まで(主催　大町博物館連絡会)

講演会｢セブンサミック一･山田淳氏諸演
～登山界の革命児が蕎る山の魅力と山岳文化の未来～｣

4月16日(日)午後1時30分～3時15分

会場:山岳博物館　講堂(共催　山博友の会)

付属園まつり偶力　山博友の会サークル｢ボランティアの会｣)

動物観察ツアー･スタンプラリー･給田体験など

4月29日(土) ～5月7日(日)午前9時30分～午後4時30分

鷹狩山善のバードウオッチング(共催　山樽友の会)
5月13日(土)午前5時30分～0時30分

さんぱくことも夏期だいがく
雑草･雑木で和菓子と楊枝を作ってみよう
8月3日(木)午前9時30分～正午

(捷力　山博友の会サークル｢花めぐり紀行｣)

自然ふれあい講座　みんなで温暖化ウオッチ
｢セミのぬけがらを探せ! ｣
8月4日(金)午前中(予定)

(主催　長野県環薦保全研究所　共催　市立大町山岳博物館)

講演会｢屠漬大町の山と人100年の歩み｣
8月11日(金･視)午前中(予定)

会場:長野県山岳総合センターほか
(主催　長野県山岳総合センター　共催　市立大町山岳博物館)

歴史探蔀｢湯候へ近代登山と電源開発の道を辿る｣
9月9日(土) ～10日(日)会場:七倉～湯俣

(主催　長野県山岳総合センター　共催　市立大町山岳樽物館)

大町高田岳文化部制宣言15周年記念講演会

鹿島槍ヶ岳カクネ豊雪渓(水郷学術調査団員は詰る
｢秘境カクネ豊とは｣
9月23日(土･視)午後7時-8時30分

会場:山岳博物館　講堂

箋エクスカーション
9月24日(日)午前8時～午後4時　会場;小遠見山
※受付は8月1日から｡参加条件がありますのでお問い合わせください｡

木崎湖冬のバードウオッチング(共催　山博友の会)
11月～ 12月開催予定　午前9時30分～正午
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市立大町山岳博物館公式Webサイトは､

大町山岳博物館友の会の支援により博物館が運用しています｡
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大町山岳博物館では､2004年を最後に日本のライチョウの

飼育が途絶えていましたが､昨年6月に乗鞍岳で採取した卵か

ら舵化した雛たちはすくすく育ち､12年ぶりの飼育が順調に

スタートしました｡昨年12月にはライチョウが逃げてしまう

事故があり､皆様にはご迷惑とご高､配をおかけしましたが､逃

げた2羽の内の1羽を保護し､現在はオス2羽とメス1羽を飼

育しています｡

山博の過去の繁殖では､様々な試みがなされてきました｡雛

の餌の改良はもちろんのこと､卵を産むための巣の位置や巣の

材料､飼育施設の構造や面積など試行錯誤を続けてきました｡

山博での最後の繁殖は1999年ですので､約18年ぶりに繁殖に

取り組むこととなり､山博の過去の経験と全国で飼育されてい

佐藤　真

る近縁亜種のスバールパルライチョウで得られた最新の知見

を活かしながらの挑戦になります｡

大事な繁殖だから､と頻繁に清掃したり様子を観察している

と､メスにとってはストレスになることも考えられるので､慎

重な取り組みを行っていきます｡実際のライチョウのお見合い

は4月中旬以降から開始する予定で､雌雄の相性が良ければ､

その後に同居生活のスタートとなります｡

今後はより一層､国や日本動物園水族館協会､そしてライ

チョウ類を現在飼育している富山市ファミリーパークや東京

都恩賜上野動物園等との連携を強め､保護事業を進めてまいり

ます｡お力添えいただけると幸いです｡

(市立大町山岳博物館　学芸員)



6月に乗鞍岳から4個の卵を採取し､

ふ化と飼育に取り組みました｡当館では
12年慮りの取り組みでしたが､順調に成

長しました｡しかし､ 12月に飼育施設か

ら2滴が逃げ､ 1羽は今も捜索中です｡

平成28年度に行った山岳博物館の行事､活動についてご紹介します｡山岳博物館では平

成29年度も､企画展やイベントを計画しています｡また､博物館が行うべき研究や研究成

果の社会還元に努めてまいります｡皆様のご参加ご来館をお待ちしております｡
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◎平成28年10月15日(土) ･16日(日)

大町市で開催され､ライチョウ保護とその生息環境保全iこ向けて､各方面

の連携をより一層高める姥機となりました｡
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◎平成28年6月11日(土) ～8月28日(日)

カクネ里雪渓の大きな氷体が流動しているこ

とが確認されたことを受け､急遽企画展が開催

されました｡パネルや動画､実物の資機材の展
示､調査団員laよるミュージアムトークの開催

など､多くの方に氷河への理経を深めていただ
く機会となりました｡
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⑥8月3日(水) ～11日(木)

毎年､博物館学を学ぶ大学生等を受け入れ､博物館実習を行っ

ています｡今年度は4名の方が実習に参加され､地方博物館に
おける役割とその実態について学習されました｡
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⑥平成28年9月3日(土) ～11月27日(日) 【写真展】　◎平成28年9月11日(日) 【対談】

雷鳥写真家･高橋広平氏による写真展を開催しました｡期間中､鳥類の研究を専門とする小林駕氏との対談では､ライチョ
ウの態力についてそれぞれの視点から語っていただきました｡
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◎平成28年7月13日(水) ～16日(土) 【烏帽子岳】

◎平城28年7月20日(水) ～22日(金) 【針ノ木岳～蓮華岳】

高山植物の繁殖にかかる生物間関係を明らかにするため､大町山

岳博物館友の会会員らとともに現地において訪花昆虫の行動記録お
よび撮影の調査を2回にわたり実施しまし左｡
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≡=章 ��謡:,I璧 ��憲_織囲書院最長薄弱闊園燐連 載の社会教育施設として､学校数 婚推進に協力しましたOS 

◎平成28年8月30日(火) ～9月2日(金) 【爺ケ岳～針

ノ木岳一七倉岳周辺】

◎平成28年10月3日(局) ～5日(水) 【黒部ダム一案親

族谷下廊下～爆平】

後立山連峰を中心とした北アルプスの登山史虚かかわる

文就賢治を収録した賢治築く第3集)発行に向け､関原す
る山域の湿地における記録調査を今年2回にわたり実施し
ました｡

◎4月29日(金) ～5月

5日(木)

ゴールデンウイーク中
は､飼育員による個性豊
かな動物たちの紹介や写
生大会､オリジナルスタ

ンプを集めながら付属園

を見ていただく各種催し
を行いました｡おあま
ぴよんも遊びに来てくれ
て､皆さんとふれあいま

した｡
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◎5-12月の間に､市内6小学校により延べ9

回実施｡

例年実施している市内小学校の博物館活用
事業で､ 28年度も理科と社会科の授業で4年生

延べ296人が博物館で学習しました｡

◎平成28年6月22日(水)平野口編､ 10月30日

(日)木崎湖編

博物館と友の会との共催事業として､ 27年度か

らシリーズで開催｡探訪場所をかえながら大町市
内にある北アルプスの山岳文化史ゆかりの各所を

歩いて巡りました｡
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